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研究成果の概要（和文）：本研究は学校教育におけるメディア活用の定着化の基礎研究として、

ハイパーメディア教材の有効性を明らかにすることをその目的とした。そして、①「どの教

科」において②「どの学習目的」のために③「どの授業実践」においてハイパーメディア教

材が適するかを検討した。その結果、(1)学校の歴史学習に不可欠な「論争性」の理解には「グ

ローバル議論モデル」の構成が重要であり、(2)「グローバル議論モデル」が求められる具体

的な歴史課題を提案し、(3)「グローバル議論モデル」の構成を支援する歴史ハイパーメディ

ア教材のデザインモデルを提案することができた。 
 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to suggest the possibility of hypermedia 
in primary and secondary schools, focusing on the three aspects; (a)subject, (b)learning 
goal, (3) leaning contents. In results, I have three suggestions:(1) hypermedia work for 
students to construct the Argument Model in history classes,(2) students have to acquire 
the Global Argument Model for understanding controversies of history topics, (3) I propose 
it a design model for designing the history hypermedia systems.  
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１．研究開始当初の背景 
今日まで学校教育を対象としたコンピュ

ータ利用の重点は、学習活動における生徒の

興味・関心に置かれ、実際にそのコンピュー

タ利用が生徒の学習活動にどのようなメリ

ットをもたらしたかということについては、

明確な回答が用意されていない（W. H. 

Hannum, 2007）。本研究で取り上げるインタ



ーネットの基本原理とされるハイパーメディ

ア教材の教育利用に関する従来の議論においても

、その技術的特性による漠然とした利用効果への

期待が述べられてきたものの、その教材が学校教

育においてどの学年でどの教科においてどのよう

な学習目的のためにより効果的であるかに関する

理論的及び実証的な議論は行われてこなかった。

そこで、筆者は、学校教育においてハイパーメデ

ィア教材がどの教科においてどのような学習のた

めにその利用が適するかを理論的および実証的に

検討することが重要な課題であると考えた。また

、今後学校教育において ICT 活用の定着化を検討

する際、本研究はその基礎的な研究としてその意

義があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、学校教育（小・中学校）の歴

史学習におけるハイパーメディア教材の利用可能

性を理論的及び実証的に明確にすることにある。 
 
３．研究の方法 
本研究では、次の 4 つの方法を設定した。(1)学

校の歴史学習においても「難構造化知識領域」の

内容が不可欠であることを理論的な検討を行い、

歴史学習においてハイパーメディア教材の利用可

能性を理論的に根拠づけし、(2)「難構造化知識領

域」として具体的な歴史課題の学習のために、生

徒側に求められる学習・指導方法について検討し、

ハイパーメディア教材による学習・指導が適する

ことを明確にし、(3)実際に「難構造性」の歴史的

課題の学習に必要なハイパーメディア教材のデザ

インモデルを作成し、(4)そのデザインモデルに基

づくモデル教材を作成し、ハイパーメディア教材

の利用効果を調べる。 
（研究方法（４）については、本研究では実
施することができず、本研究の継続研究とし
て進めることにする。） 
 
４．研究成果 

 本研究の成果としては、以下の 3 つをあげ

られる。 

(1) ハイパーメディア教材利用が求められる

具体的な歴史学習の場面を特定する理論的な検討

を行い、歴史の教科特性ともいえる、同じストー

リーに対して異なる見解が存在するかもしれない

「論争性」の理解を支援するために、ハイパーメ

ディア教材の利用可能性があることを理論的に根

拠づけた。特に、Britt ら（1994；1996）の歴史

テキストの「理解モデル」の援用と、学校教育に

おける歴史学習の目標を「理解モデル」、特に「議

論モデル」の構成の学習目標が適することを指摘

することができた。【雑誌論文③】。 

 

(2) 「論争性」の理解を支援するために生徒が習

得すべき理解モデルは「グローバル・レベル」の

「議論モデル」であり、これはハイパーメディア

教材のデザインモデルとしても適することを指摘

した。これは、暗記科目として理解される傾向の

ある歴史学習指導の現状を打開するために、歴史

の「論争性」の理解が最も重要な性質であること

を理論的に根拠づけたことは重要な研究成果であ

る。【学会発表①】 

 

(3)「グローバル議論モデル」の構成要素として「①

歴史事件に関する対立の見解」、「②各見解の根拠」、

「③根拠間の関係性」の 3 つとし、「論争性」を有

する具体的な歴史的課題として加藤公明（1991）

の「植民地はどっちだ―大和政権と朝鮮」の授業

実践の援用が適することを指摘した。また、加藤

の授業実践を「グローバル議論モデル」の 3 つの

構成要素に照らし合わせ、「②各見解の根拠」と

「③根拠間の関係性」の構成内容が不十分である

ことを指摘するとともに、それらの内容を追加し

てハイパーメディア教材の内容構成（図１）を行

い、ハイパーメディア・デザインモデルとして提

案した。【雑誌論文①】 



 

図 1 「グローバル議論モデル」のためのハイパーメ

ディア教材の内容構成 

これは①学校の授業実践レベルにおいても、相異

なる解釈が存在する「論争性」の学習が存在する

こと、②その学習のためには生徒側に必要な「グ

ローバル議論モデル」の授業内容の構成を具体的

に提示したことにその成果がある 

 

(4) 本研究の付加的な研究成果として、日本

と韓国の ICT 教育の現状を捉えることがで

きた。ハイパーメディア教材のデザインモデ

ルを構成するために、日本と韓国とでその解

釈が相異なる歴史的課題を調べる中で両国

の ICT 活用の現状をも検討した。そして、両

国の教育における ICT 活用の課題と問題点

を指摘することができた。特に、韓国の小・

中学校のコンピュータ教科書分析では下記

の【図２】の内容構成であることを確認でき

た。【雑誌論文④】 

 

図２ 韓国の小・中学校コンピュータ教科書の内容構成 

また、両国において教員に求められる ICT 活

用能力の違いが明らかになった。日本では教員

が指導場面で具体的なイメージを持たせること

に重点が置かれるのに対し、韓国では教員の職

務全体における ICT 活用能力を向上させるこ

とにその重点があった。【学会発表②】 
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